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囎ゴ職縄r・日紅・1・1

　　・（2）安田鎌告の留繭項に対ナる三三発事業団の・

　　　　対策について
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　『　一第19回宇宙開発委三会（定列会議）

　　　　　　　議事要旨　　　　　．　　　〆

目時　　　昭和50年ワ月16日㈱，

　　　　　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議睾　　　噂

議題　　　　，　　　奪　　　　　　　　　一　、

．昭和50年度8～9脚人工鯉等の打上纉G、
　　ういて

資料．．

　委19－1　第■8回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨．

’委・9－2S…㌣ト伽6ワKr…一．5の顛
　委19－5　冠・ロ．ケット1号機によ：る技術試験衛星1型打上

　　　　　　　げ計画書　　　　．　1　　一　　∫

　委■9－4　Nロケヅトユ号機による技術細書衛星1型の打

　　　　　　　上げ及び迫跡管制について　，　㌃　、’

出席者

　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　山’、県　昌　夫

　　　〃．・　　委員　　　　　’　　　　　八　藤’凍　禧

　　　〃、　　〃’　 r　　斎，藤成支
説明者

　東京大学宇宙航空研究所工専　　　　　　森’　　大吉郎

宇宙麟事業団四三長　　　一松浦回意．
　　．〃　　　　打上管制部長　　　　　榊　　　　∫博．

　　　　　　　　　　　ω

　　関係省庁職員等

　　　科学サ術予研騨局拳宙開発魏伊直義毎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園F山重造

　　　　　〃　一原子力局次長　　　　　山．．野正．登

　　　運輸省大臣官房参事官　　　　　　4横　田　不二夫、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理3菊地）
　　　気象庁総務部長卿・・宇瀞診究　　！兼　松　暁ゴ昭

　　　潅塒棚搬一一辮i懸λ〆（代〃3佐藤）．

　　　徽省電灘理局審謂、．　市、川吟遊
　　　　　、　　　　　　　　　　　（〃3拓）一
　　　　　〃　　　〃　　　　　　　　　　丸　山　一　敏：

　　　東京大学宇宙航空研究所　　　　．　大　林　辰　蔵

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　野　口　正　男』

　　　宇宙開発事桑団　　　　　　　　　　黒　田　泰一弘

　　　　〃　　　　　　　　　　　久．保克。
　　　　〃　　　、　。　　　　　　　’宇　田　　　宏

　　　　“　　　　　　　　　　　　　’清　水　真　金

　　　　〃　　　、　　　　　　　　　，菊　地　　’昭

　事務局，

　　科学技術庁研究請三局宇宙国際課長　塚　古典　一　他

　　　　　　　♂a議事i琴旨
　（1）　前回議事要旨に七）いて

　　　第ユ8回宇宙開発委員会（定例会講）議事要旨が一部修正

　　のうえ確認された。

　　　　　　　　　　　　　　②一
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　　　　　　＼．’　　「

　＿，．．こののち事務局から・7月11日に科学技術庁の山野主登

＼旧記開発参事官より宇宙開発事業団の松浦陽恵副理事長に安

　全部会報告書が手わたされ、十分尊重して善処されたい旨申一

　し伝えたことが報告された。，　　　　　　項

ぐ4　暗舞5ρ超鰹。∴・ダ月三人τ：衛星等打上げ計画について

　①　東京大学，

　　　　東京大学宇宙航空研究所の森大吉郎教授から資料委

　　　■9－2に基づいて読明が行われたのち、凸以下の質疑応

　　　答が行われた。

山県3k彊30．c・「5号機の打上げはいつを予定しているの春。

森’3－8月25日の予定である。　一

　②　字宙開発事業団

　　　宇鹸発事業団曜醐恵副回報及び榊博打上管制部

　　長から・資料委ユ暫9－5及び委19－4婬基づいて説明が

　　，行われえめち」以下の質疑応答が行われたσ

．斎藤3各段の落下予想時間帯が・打上げ時間帯」ψ長いのはな

　　ぜか6

榊洛段が伸して趣弊習など繊つた場合・落ちるの

　　・に時間がかかることなどを考え、余裕をもたせたためであ

　　る。
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．昭和5・雑における宇宙薩1関鰹費の見積三三．
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会
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　昭和51年度における二二開発関係経費の見積りは下記の方針

に基づいて行うσ　　．∵，一　・∵ノ

：L　X回忌・X線銀河・γ線バースト、軟X線星雲等の観測を行

　うこと塗目的と．する第8号科学衛星について、昭和56年度に

　打ち上げることを目標に開発を行う。

2・　大電力を必要とする入工衛星等に共通な技術の開発能力を高

　めるため、三軸姿勢制御、ソーラパドル及び能動式熱制御に関

　する実験を行うとともに、宇宙技術の二王に資するた：め各種の

　宇宙機器頓関すう搭載実験を併せ行うζとを目的とする技術試

　験衛星皿型について、1昭和5好年度に打ち上げることを目標に

　開発を行う。

a　気象衛星に関する技術の簾発に資するとともに、併せて我が

　国の気象業務の改善に資することを目的とし二心2号静止気象

一衛星について、所要の開発研究を行うσ

密地球観測衛星の研究開発に資するため、リモートセンシング

　情報受信処理システムの開発整備を行う。

㌫　第6号科学衛星の打上げ用ニロケツトとして、M－3Sロケツ

　・トにかえてM－3Hロケットの開発を行う。

6・技術試験衛星皿型を打ち上げるなどのため、．引き続きNロ・’

　ケットの開発を進める。　　　．　　　　　　　

肌蕪約5砂Kg嚇止鯉を描上げる倉肋鮪ずる。“ジ

　ツトについて、第ユ号機一（試験機）を昭和●55年度た、また、

，第2号機（琴即機〉を昭和56年度に、それぞれ打ち上げるご

　とを目標に開発を行う。

　　また・聾500聖脚の静止嘩を訂ち上げる能方鮪
　するロケットにういて、その開発に必要な施設設備の整備を行

　う0

8超低高難灘おいて切羽を行ケ人工衛畢に必要回忌
技術、軌道変換技術等について所要の研究を行うび　　』’

9・上記以外については、「宇宙開発計画」て昭和49年度決定）

　を推進する。　　’　　　；
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